第６回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２１年５月１８日

AM10時００分～１２時００分　

場所：市役所新館４階第1委員室
主な内容

　事務局より、「地権者アンケートの分析と実現方策について」というテーマに基づいて、地権者から寄せられたアンケートの内容を整理分析し、土地利用に関する意向のグループ分けを行い、社会経済動向や課題から今後「何ができるのか」「何が必要なのか」を整理して「短中期的な展開」と「長期的な展開」に分類し、今後の検討内容を確認した。

また、「道の駅（地域交流センター）」との連携を図るために、全国の事例を紹介し、丘陵地区での取り組みや必要とする内容等など実現方策を検討した。
委員からは主な意見として、
●「現時点でどんな作業をしているのかを具体的に説明しないと地権者は不安を感じると思う。」
●「貸し農園でも地域のお年寄りに協力してもらって農業を教えてあげる体制を作ることと農地は水が非常に重要なので適地を考えることが必要。」
●「岸和田の農業を維持するためには農業未経験者や専業農家が直接消費者の声を聞くために『道の駅』が必要で、農業を志す人たちに農地を提供する場として丘陵地区の可能性もあるのではないかと思う。」
●「体験農園や販売所などそういうところから始めて名前を売り込むことが必要ではないか。」　等その他。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















